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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で下落しました。また、
カナダ5年国債利回りは横ばいになりました。

カナダの⾦利は良好な経済指標や⽶債利回り
が上昇したことを背景に週後半までは上昇した
ものの、⽶中による関税の応酬を受け、貿易戦
争懸念が強まったことから、上昇幅を縮小しま
した。また、原油価格の下落などを背景にカナ
ダ・ドルは対円で下落しました。

経済指標ではCPI（消費者物価指数）、小売
売上高などが発表になっており、市場予想を上
回る強い結果になりました。

先週の回顧

今週、カナダではGDP（国内総生産）の発表
が予定されています。カナダの堅調なファンダ
メンタルズが確認出来る結果になれば、カナダ
の通貨、⾦利の上昇圧⼒になることが考えられ
ます。⽶国でもGDPの発表が予定されています。

カナダは足元、良好な経済指標が散⾒されて
おり、カナダ固有の要因ではポジティブな材料
が多く出ています。しかし、⽶中の貿易交渉の
動向に⼤きく影響されていることから、今週も
外部環境に振らされる展開が想定されます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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